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本論文では、GRASILモデルを用いてNGC 6946の星形成領域における紫外線から電波までのスペクトルエネルギー分布（SED）のフィッティング分析
を行なった。主な目的は、IMFの上限質量に応じたSFRの較正を得ることと、ダストの減光特性を調査することである。結果、SFRと電波高度の比は安
定しており、 SFR較正は、IMF上端質量に依存することが示された。またダストの減衰を受ける光と受けにくい光の間に、IMFの上限質量にほとんど依
存しない新しい関係が導出された。これらの関係は、若い高赤方偏移銀河における減光を推定する際に有用であると示唆される。

銀河SED解析によるSFRとダスト減衰の理解

IMFの上限質量に依存しない新しいダスト減衰補正方法を確立

モデル: GRASILモデル (輻射輸送コード) とPARSEC v1.2s (恒星進化コード)
はじめにGRASILに含まれる非熱的電波放射モデルを、近くの典型的な星形成渦巻銀河であ
るM100の観測データを用いて再較正。この較正により、超新星爆発あたりの相対論的電子
の注入エネルギーに関連する新しい較正定数𝐸1.49

𝑁𝑇 This work = 1.944 = 𝐸1.49
𝑁𝑇 (B02) × 1.409

が得られた(式8)。
この較正されたモデルを用いて、NGC6946の8つの星形成領域 (EN1〜EN3、EN5〜EN9) の
観測されたSEDにGRASILモデルをフィッティング。フィッティングの際には、IMFの上限質
量𝑀𝑢𝑝や、星形成バーストの年齢、ダストの特性などのパラメータを変化させ、最適なモデ
ルを探索 (図4)。
最適なフィットを得られたSEDモデルを分析することで、各星形成領域のSFRとダストの減
光特性を推定。さらに、これらのモデルから得られた光度とSFRを用いて、
𝑀𝑢𝑝 = 40,80,120,350太陽質量と変化させ、紫外線から電波までの波長におけるSFR較正を導

出(表5, 図7)。この結果、SFR較正が𝑀𝑢𝑝に依存することが示され、特に電波観測に基づく
SFR指標はダストの減光の影響を受けにくいことが示唆された。
同様にして、NGC6946の星形成領域の減光曲線を調査(図8, 表6)。その結果、これらの領域
では、輝線(𝐻𝛼, 𝐻𝛽 )の減光は連続光の減光と大きな差がないことがわかった。通常の銀河で
は、輝線は連続光よりも強く減光されるため、Balmer decrement法などの従来の減光推定
法が用いられてきた。しかし、NGC6946のように輝線と連続光の減光に差がない場合、こ
れらの方法では減光を過小評価してしまう可能性がある。この問題を解決するために、
33GHzの電波光度や全赤外光度とUV光度の比を用いた、新しい減光推定法を提案。 𝐻𝛼減光
を観測された 33 GHz の全電波光度または熱的電波光度から推定する新しい関係式 (式16, 
17) が導出された。また、1600 Åにおける減光を、全赤外光度 𝐿TIRと減光された 1600 Åの
光度𝐿1600

tra の比から推定する新しい関係式 (式18) も得られた (図10)。これらの関係式は、
𝑀𝑢𝑝 にほとんど依存しないことが示されており、高赤方偏移の若い銀河における減光の推定、

ひいては真の光度やSFRの推定に非常に役立つと考えられる。
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今後より多くの銀河サンプルを分析することで、結果の統計的有用性を高められると期待 GRASILモデルの改良(連星系の進化を含める)
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表５

表6

𝐶(𝑏) = SFR/𝐿 𝑏 ：bはバンド
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